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年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  高田　忠尚

づ
く
り
の
た
め
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
地
域
の

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
方
、
広
域
ご
み
処
理
計
画
に
基
づ
き
、
生

ご
み
と
し
尿
に
つ
い
て
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
で
処
理
す
る
と
と
も
に
、「
脱
焼
却
・
リ

サ
イ
ク
ル
率　

パ
ー
セ
ン
ト
」
に
向
け
て
、
市

９９

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
地
方
分
権
推
進
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
と
規
模
拡
大
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
の
観

点
か
ら
市
町
村
の
自
主
的
合
併
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
沿
線
市
町
村
で
は
、
昨
年　

月
富
良
野

１０

地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会
の
中
に
市
町

村
合
併
研
究
会
を
設
置
し
、
行
財
政
の
状
況
や

将
来
の
見
と
お
し
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
市

民
の
み
な
さ
ま
と
十
分
な
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
み
な
さ

ま
と
知
恵
と
力
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
「
協
働
・
感
動
・
生

き
活
き
ふ
ら
の
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

２
０
０
３
年
と
い
う
年
が
、
市
民
の
み
な
さ

ま
と
富
良
野
市
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
願
い
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
ま
し
た
平
成　

年
は
、
明
治　

１５

３６

年
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。
開
拓
に
心
血
を
注
ぎ
、
郷
土
の
発

展
に
か
け
た
先
人
た
ち
の
熱
き
思
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
に
何
を
残

せ
る
の
か
、「
あ
り
が
と
う
百
年
、い
ま
ま
で
も
・

こ
れ
か
ら
も
・
い
つ
ま
で
も
」
を
テ
ー
マ
に
、

９
月
１
日
の
記
念
式
典
に
向
け
て
、
市
民
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
富
良
野
市
総
合
計
画
の
３
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
本
計
画
に
基
づ
き
「
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
」
各
種
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
権
者
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再

開
発
事
業
の
実
施
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
駅
の
橋
上
化
に
つ

い
て
は
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
計
画
を
一
時
凍

結
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
み
な
さ

ま
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

山
部
厚
生
病
院
に
つ
い
て
は
、
有
床
の
診
療

所
と
し
て
地
域
医
療
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
介
護
の
拠
点
、

地
域
と
の
交
流
を
図
る
複
合
施
設
と
し
て
寿
光

園
が
完
成
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

　

市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成　

年
の
新
春

１５

を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
昭
和　

年
か
ら
全
国
放
送
さ
れ
、

５６

富
良
野
を
一
躍
全
国
的
に
有
名
な
ま
ち
に
し
て

く
れ
ま
し
た
『
北
の
国
か
ら
』
が
９
月
６
日
・

７
日
の
「
２
０
０
２
遺
言
」
の
放
送
で　

年
の

２１

歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。五
郎
さ
ん
、

純
、
蛍
の
黒
板
一
家
の
成
長
を　

年
に
わ
た
り

２１

追
い
続
け
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
世
界
に
も
例
が

な
い
も
の
で
、
家
族
の
愛
情
、
自
然
の
大
切
さ
、

豊
か
さ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
民
的
ド
ラ
マ

と
し
て
全
国
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

今
後
も
本
市
に
お
い
て
黒
板
一
家
の
生
活
が
続

き
、
富
良
野
か
ら
全
国
へ
の
発
信
が
継
続
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
の
国
か
ら
の
放
送
の
影
響
か
ら
、

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
観
光
入
込
数

は
１
４
１
万
人
で
前
年
度
対
比
で　

㌫
増
加
い

２２

た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
ス
キ
ー
場
に
は
１
０
１
人

乗
り
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が
完
成
し
、
冬
の
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
も
と
よ
り
、
西
岳
登
山
を
は

じ
め
と
す
る
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
目
玉
に
な

る
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
輸
入
農
産

物
の
増
大
に
よ
る
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
安
全
で
安
心
で
き
る
食
料
の
供
給
に
向
け

た
農
業
者
や
農
業
関
係
団
体
の
積
極
的
な
取
組

み
と
地
産
地
消
に
対
す
る
消
費
者
の
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
年
を
振
り
返
っ
て

▽
ふ
ら
の
バ
ス
が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
を
導
入（
１
日
）▽
ふ
ら
の
ス
キ
ー

祭
り
（
２
、
３
日
）
▽
全
国
高
校
ス

キ
ー
女
子
大
回
転
で
武
田
姉
妹
が

１
、
２
位
の
快
挙
（
５
〜
９
日
）
▽

高
齢
者
の
健
康
生
活
習
慣
調
査
ま
と

ま
る
▽
演
劇
工
場
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催（　

、
１６

　

日
）
▽
富
良
野
小
学
校
１
０
０
周

１７年
記
念
式
典
・
新
校
舎
落
成
式
（　
１７

身
）
が
米
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
五
輪
代
表

に
２
大
会
連
続
で
決
ま
る
▽
「
ふ
ら

の
・
び
え
い
雪
原
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
運

行
（　

日
）
▽
富
良
野
市
成
人
式

１２

（　

日
）▽
富
良
野
管
内　

年
度
人
身

１３

１３

事
故
発
生
件
数
が
１
９
８
件
▽
「
ど

ろ
亀
さ
ん
」
こ
と
元
東
大
北
海
道
演

習
林
長
の
高
橋
延
清
さ
ん
死
去
（　
３０

日
）
▽
１
月
下
旬
の
暖
気
の
影
響
で

雪
解
け
進
む
。
除
排
雪
費
抑
制
も
屋

根
な
ど
か
ら
の
落
雪
に
注
意

▽
旭
川
信
金
と
富
良
野
信
金
が
合
併

し
、
新
生
・
旭
川
信
金
が
誕
生
（
４

日
）
▽
消
防
出
初
め
式
（
７
日
）
▽

農
事
組
合
の
再
編
加
速
す
る
▽
バ
イ

ア
ス
ロ
ン
の
菅
弘
美
選
手
（
麓
郷
出

 平成１４年

二
月
二
月

日
）
市
内
初
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
校
舎

▽
中
区
配
水
池
が
完
成
、
落
成
式
を

行
う
（　

日
）

２２

▽
麓
郷
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
開
催（　

日
）

１０

▽
老
人
医
療
費
過
去
最
高
に
▽
看
護

専
門
学
校
卒
業
式
（
８
日
）
▽
事
務

所
荒
ら
し
３
倍
増
▽
地
方
自
治
大
賞

優
秀
賞
に
富
良
野
市
▽
市
内
商
業

地
、
公
示
地
価
大
幅
下
落
▽
ご
み
燃

料
化
施
設
が
稼
働
（　

日
）
紙
や
布
、

２７

三
月
三
月

ゴ
ム
な
ど
の
ご
み
を
「
固
形
燃
料
」

と
し
て
処
理
す
る四

月
四
月

▽
ご
み
の
再
資
源
化
率　

％
に
達
す

８３

る
▽
ふ
ら
の
バ
ス
定
期
券
値
下
げ

（
１
日
）▽
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ

ム
稼
働
（
２
日
）
▽
富
良
野
高
校
ラ

グ
ビ
ー
部
全
国
高
校
選
抜
大
会
出
場

（
３
日
〜
）▽
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ミ
ニ
ボ

ト
ル
発
売
（
５
日
）
▽
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
案
ま
と
ま
る
（　

日
）
▽
富
良

１１

野
市
長
選
挙
で
高
田
忠
尚
市
長
３

選
。
市
議
会
補
欠
選
挙
で
菊
池
敏
紀

氏
・
今
利
一
氏
が
初
当
選
（　

日
）

１４

▽
ふ
ら
の
農
協
、
道
内
産
タ
マ
ネ
ギ

相
場
の
下
支
え
の
た
め
の
産
地
廃
棄

１
４
０
０
ト
ン
（　

日
）
▽
新
相
生

１６

通
に　

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
る

８０

（　

日
）▽
市
内
交
通
事
故
の
注
意
地

１５点
を
地
図
で
紹
介
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
ま
っ
ぷ
２
０
０
２
」
を
作
製
▽
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
▽

ど
ろ
亀
さ
ん
偲
び
「
山
川
草
木
を
育

て
る
集
い
」
の
植
樹
祭
開
催
（　

日
）

２９

一
月
一
月

▲２８２人が新たな大
人の仲間入りを果た
した平成１４年成人式

▼

高校総体
女子スキー
大回転・回転
で２冠を達
成した姉の
友希さん。同
２位、３位の
妹、千夏さ
ん。姉妹で快
挙を達成し
た

▼

第３７回
ふらのス
キー祭り

▲”どろ亀さん”こと故高橋延清先生を偲び、「山川草
木を育てる集い」の植樹祭が行われた
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５
周
年
運
行
式
（
１
日
）
▽
や
な
せ

た
か
し
さ
ん
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ッ
プ
」
新
装
オ
ー
プ
ン
（
９
日
）

▽
音
楽
大
行
進
（　

日
）
小
中
学
生

１５

約
６
０
０
人
が
大
行
進
を
繰
り
広
げ

る
▽
無
頭
川
に
コ
イ
約
１
０
０
匹
の

放
流
（　

日
）
▽
修
学
旅
行
の
誘
致

１４

本
格
化
▽
５
条
商
店
会
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
製
▽
降
霜
被
害
で
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ス
イ
カ
、
大
豆
な
ど
の
農
作

物
に
影
響
（　

日
）

２７

▽
「
富
良
野
・
美
瑛
ノ
ロ
ッ
コ
号
」

▽
市
指
定
ご
み
袋
ミ
ニ
サ
イ
ズ
登
場

（
１
日
）▽
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
南
陽
館

に
盛
本
学
史
さ
ん
が
ア
ト
リ
エ
を
構

え
る
▽
平
成　

年
度
年
間
リ
サ
イ
ク

１３

ル
率
が
過
去
最
高
の　

％
▽
国
際
ソ

７０

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
富
良
野
が
発
足
（
８

日
）
▽
東
郷
ダ
ム
３
回
目
の
試
験
湛

水
に
着
手
（　

日
）
▽
「
花
壇
づ
く

１１

り
コ
ン
テ
ス
ト
・
街
に
花
を
咲
か
せ

隊
」
開
催
（　

日
〜
）
▽
市
の
一
般

２５

廃
棄
物
処
分
場
に
産
廃
混
入
、
管
理

体
制
を
問
わ
れ
る
▽
平
成　

年
度
観

１３

光
客
数
２
１
１
万
９
千
人
。
前
年
度

比
１
・
１
％
減
（　

日
）
主
力
の
日

１６

帰
り
１
・
６
％
減
が
響
く
▽
青
年
農

業
者
講
座
が
好
評
▽
ふ
ら
の
白
ワ
イ

ン
「
ケ
ル
ナ
ー
２
０
０
１
」
発
売

（　

日
）１
０
０
０
本
市
内
限
定
発
売

２４▽
雨
不
足
、
一
部
農
産
物
の
生
育
に

影
響
▽
ふ
ら
の
演
劇
工
房
総
会
（　
２６

日
）
２
年
連
続
の
黒
字
決
算
、
本
年

度
は
「
創
造
・
発
信
」
に
重
点

五
月
五
月

六
月
六
月

▽
ベ
ベ
ル
イ
川
の
山
林
内
に
わ
く

地
下
水
の
水
く
み
場
を
設
置
▽
社

明
運
動
パ
レ
ー
ド
（
１
日
）
▽
開
庁

１
０
０
年
事
業
展
開
の
テ
ー
マ
「
人

間
」「
自
然
」「
歴
史
」
と
確
認
（
１

日
）
▽
高
齢
者
宅
や
不
法
投
棄
な
ど

異
状
を
連
絡
、
郵
便
局
と
の
業
務
委

託
契
約
を
結
ぶ
▽
ふ
ら
の
観
光
ガ

イ
ド
ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
開
始
（
１
日
）
▽
「
地
産
地
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
始
ま
る
▽
社
会
福

祉
協
議
会
が
毎
週
日
曜
日
に
託
老

所
開
設
▽
ニ
ン
ジ
ン
出
来
栄
え

上
々
▽
第　

回
北
海
イ
カ
ダ
下
り

２７

Ｉ
Ｎ
空
知
川
（　

日
）
参
加
者
約
１

２１

０
０
人
が
自
作
イ
カ
ダ
で
真
夏
の

空
知
川
を
下
る
▽
ハ
ー
ト
ヒ
ル

パ
ー
ク
開
園
（　

日
）
▽
農
業
者
意

２１ 七
月
七
月

向
調
査
ま
と
ま
る
▽
第　

回
北
海
へ

３４

そ
祭
り
（　

日
、　

日
）
約
７
万
７

２８

２９

千
人
が
参
加
▽
中
心
市
街
地
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
発
足
▽
今
年
初

の
真
夏
日
（　

日
）　

・
５
度
を
記

２６

３２

録

八
月
八
月

▽
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
ご

み
袋
へ
切
り
替
え
（
１
日
）
▽
ボ
リ

ビ
ア
日
系
人
伴
井
勝
美
さ
ん
が
市
役

所
で
自
治
体
研
修
ス
タ
ー
ト
（　

日
１９

〜
）▽
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
、

携
帯
電
話
の
Ｉ
モ
ー
ド
に
対
応
▽
ふ

ら
の
ま
ん
き
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
（　

日
）
市
民
ら
約
１
２
０
０
人

２３

が
来
場
▽
富
良
野
神
社
１
０
０
周
年

例
大
祭
（　

日
）

２５

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

（
１
日
）
▽
「
２
０
０
２
遺
言
」
放

送
前
に
「
北
の
国
か
ら
」
グ
ッ
ズ
人

気
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
殺
到
▽

第　

回
富
良
野
特
産
品
フ
ェ
ア
開

１６
催
▽
富
良
野
市
開
庁
１
０
０
年
記

念
ロ
ゴ
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
決
ま
る

九
月
九
月

▲旧農業高校跡に、市
民の生涯学習の場、待
望の生涯学習センター
がオープンした

▲市民施設見学会には多くの市民が参加、市内
の公共施設を見学し、市政への理解を深めた

▲ おいしい水
を安定供給す
るため、中区配
水池がオープ
ンした

▲第３４回北海へそ祭りには、観光客を含む約７万７千
人が集まり、富良野の一番熱い夏を満喫した

▲音楽大行進
では富良野沿
線の小中学校
が参加、市内を
パレードした
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（
２
日
）
▽
低
温
、
日
照
不
足
で
富

良
野
地
区
の
農
作
物
が
生
育
遅
れ

の
状
況
に
▽
「
北
の
国
か
ら
・
２
０

０
２
遺
言
」
の
最
終
放
送
に
市
民
ら

約
３
５
０
人
が
演
劇
工
場
で
鑑
賞

会
（
６
日
、
７
日
）。
放
送
終
了
後
、

「
拾
っ
て
き
た
家
」
ロ
ケ
地
公
開
な

ど
も
あ
り
、
麓
郷
に
フ
ァ
ン
が
集

中
、
車
の
渋
滞
が
起
こ
る
▽
「
北
の

国
か
ら
・
２
０
０
２
遺
言
」
視
聴
率
、

札
幌
地
区
前
編　

・
６
％
、
後
編　

・

４４

４３

７
％
。
関
東
地
区
平
均
視
聴
率
前
編

　

・
４
％
、
後
編　

・
６
％
と
過
去

３８

３３

最
高
を
記
録
▽
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ふ
ら
の
」
構
想
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
始
ま
る
（
７
日
）
市
民
有
志
約　
３０

人
が
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
探
る
▽

羆
の
晩
酌　

発
売
（　

日
）
地
元
限

'９９

１３

定
発
売
２
０
０
０
本
▽
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
・
ぶ
ど
う
祭
り
開
催
（　

日
）

２２

市
民
・
観
光
客
約
６
０
０
０
人
が
参

加
、
収
穫
祭
を
楽
し
ん
だ
▽
ふ
ら
の

チ
ー
ズ
ま
つ
り
開
催
（　

日
）
約
２

３０

８
０
０
人
が
来
場

▽
山
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
供
用
開

始
（
１
日
）
▽
第
１
回
ふ
ら
の
健
康

ふ
れ
あ
い
祭
り
（
５
日
）
▽
タ
マ
ネ

ギ
の
産
地
廃
棄
で
ふ
ら
の
農
協
、
約

７
千
ト
ン
廃
棄
決
定
（
９
日
）
▽
富

十
月
十
月

良
野
駅
前
地
区
再
開
発
事
業
素
案

の
一
般
公
開
（　

日
〜
）
▽
長
雨
深

１０

刻
（
８
日
）
水
稲
、
大
豆
の
収
穫
に

影
響
▽
世
界
臍
帯
血
（
さ
い
た
い
け

つ
）
バ
ン
ク
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
（　

日
）
▽
ふ
ら
の
元
気
市
場
開

１９

催
（　

日
）
▽
富
良
野
演
劇
工
場
ま

２０

つ
り
開
催
（　

日
）
▽
オ
ー
ト
ス
リ

２０

ア
・
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
と
の
友

好
都
市
提
携　

周
年
を
記
念
し
て

２５

市
民
訪
問
団
を
結
成
、
記
念
式
典
に

出
席
し
た
ほ
か
欧
州
各
地
で
視
察

研
修
を
行
っ
た
（　

日
〜　

日
）
▽

１９

２８

市
民
施
設
見
学
会
開
催
（　

日
）
１

３１

３
６
人
が
参
加
、
市
内
の
公
共
施
設

を
見
学
し
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め

た▽
ふ
ら
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催
（
３
日
）
予
想
を
上
回

る
１
７
０
０
人
も
の
入
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
▽
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
橋
上
計
画

を
一
時
凍
結
（
８
日
）
▽
山
部
厚
生

病
院
運
営
継
続
を
決
定
（　

日
）
規

２０

模
を
縮
小
し
て
、
入
院
設
備
付
き
の

新
診
療
所
建
設
へ
▽
地
域
懇
談
会
開

催
（　

日
〜
）
市
内　

カ
所
で
開
催

１８

１１

▽
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
祭

り
（　

日
）
市
民
が
新
酒
「
オ
リ
ビ

２０

ア
」
を
堪
能
し
た
▽
富
良
野
ス
キ
ー

十
一
月

十
一
月

十
二
月

十
二
月

場
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
行
（　

日
）
全

２３

長
２
３
３
０
㍍
、標
高
差
５
６
８
㍍
。

国
内
最
速
の
秒
速　

㍍
で
山
頂
駅

１０

ま
で
を
５
分
弱
で
つ
な
ぐ
▽
富
良
野

地
方
の
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の
就

職
率
が　

月
末
現
在
希
望
者
の　

％

１０

３０

に
届
か
ず
、
過
去
最
悪
だ
っ
た
昨
年

同
期
を
下
回
る
▽
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
が
稼
働
を
終
え
る（　

日
）

３０

市
直
営
の
ご
み
焼
却
施
設
は
す
べ
て

姿
を
消
す

▽
タ
マ
ネ
ギ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
販
売

（
１
日
）全
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し

た
緑
峰
高
校
生
が
開
発
し
た
作
品
を

商
品
化
。
１
か
月
の
試
行
販
売
▽
２

０
０
２
年
度
上
半
期
の
観
光
客
数
が

３
年
ぶ
り
の
増
加
、
過
去
最
高
の
１

４
１
万
人
を
記
録
（
４
日
）
ド
ラ
マ

「
北
の
国
か
ら
・
２
０
０
２
遺
言
」
が

放
送
さ
れ
た
９
月
が
前
年
同
期
の
２

倍
と
な
り
、
ロ
ケ
地
の
麓
郷
地
区
に

観
光
客
が
集
中
す
る
な
ど
、「
北
の
国

か
ら
」
の
効
果
が
表
れ
た
▽
「
北
の

国
か
ら
」出
演
者
の
吉
岡
秀
隆
さ
ん
、

内
田
有
紀
さ
ん
が
富
良
野
で
結
婚
式

を
挙
げ
る
。
有
紀
さ
ん
に
名
誉
住
民

票
の
交
付
（
７
日
）
▽
ハ
イ
ラ
ン
ド

ふ
ら
の
仮
オ
ー
プ
ン
（　

日
）
浴
室

１６

な
ど
を
改
修
し
た

 平成１４年

▲「北の国から」ロ
ケ地には多くの観光
客が訪れた。「２００２遺
言」放送後には、拾っ
てきた家の公開があ
り、車の集中により
交通渋滞が起こっ
た、これらドラマ効
果により、上半期の
観光客数が最高の
１４１万人を記録した

▲大盛況となっ
た第

１回ふらのクリ
エー

ターズマーケッ
ト

▲友好都市締結２５周年記念として、
シュラートミンク市を訪問した

山部地域の下水道処
理を行う、水処理セ
ンターのオープン▼

▲ 市内を１１
カ所の地域
に分け、市及
び地域の課
題について
市長とひざ
を交えての
懇 談 会 を
行った

▲第１回ふらの健康ふれあいまつり
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北
海
道
は
市
長
会
、
町
村
会
と
共

同
で
、
道
内
の
市
町
村
が
合
併
し
た

場
合
、
し
な
か
っ
た
場
合
の
財
政
状

況
は
ど
う
な
る
の
か
を
推
計
す
る

「
市
町
村
行
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
作
成
、
７
月
か
ら
北
海
道
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
推
計
に
よ
る
と
、
富
良
野
市

が
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
、
平
成　
２２

年
度
で
は
平
成　

年
度
決
算
の
歳
入

１２

１
５
１
億
円
か
ら　

億
円
減
の
１
２

２１

９
億
円
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
減
で
は
地
方
交
付
税
（
※
こ

と
ば
参
照
）
が　

億
円
の
減
と
も
っ

１５

と
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
１
の
と
お
り
、
平
成　

年
度
ま

13

で
交
付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
は
道
推

計
を
や
や
下
回
る
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
経
済
回
復
の
見
通
し
が
た
た

ず
、
税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
富
良
野
市
で
は
道
シ

「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」。
今
回
は
富
良
野
市
が
合
併
し
な

い
場
合
、
財
政
状
況
は
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シリーズ⑤

※ことば・地方交付税
　地方自治体間の財政力によって生じる
行政格差を解消するため、自治体の財源不
足額に対し、国が自由に使えるお金を交付
する制度。これにより、過疎化により税収
が不足する市町村でも一定の行政水準が
達成されています。
※ことば・臨時財政対策債
　地方財源の不足に対処するため、従来で
は国が借金をして地方交付税を自治体に
交付していましたが、平成１３～１５年度の間
は、地方交付税の不足分については自治体
が借金することとなりました。これが臨時
財政対策債です。その借金の返済について
は、国が交付税により補てんするしくみと
なっています。

平成１３年度決算平成１２年度
決　算 前年度比交付税額

▲1.660.662.2北海道の
シミュレーション

▲2.0
(注２)
60.262.2富良野市に交付された

地方交付税額 (注１)
注１）地方交付税額は、普通交付税、特別交付税の合算額
注２）平成13年度の地方交付税額には、臨時財政対策債（※ことば参照）の
２.２億円が含まれます。

表１  道シミュレーションによる地方交付税の推移と実際の削減幅(単位：億円)

表２ 合併しない場合の歳入推計　　   （単位：億円）

減
り
続
け
る
歳
入
・
・
・
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
財
政
運
営

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
と
の
予
測
を

し
て
い
ま
す
。

　

道
の
推
計
を
参
考
に
、
市
独
自
の

試
算
に
よ
り
作
成
し
た
歳
入
推
計
が

表
２
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
歳
入
は
減

り
続
け
、
平
成　

年
度
は
平
成

２２

　

年
度
決
算
か
ら　

億
円
の

１３

３７

歳
入
減
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

歳
入
に
あ
わ
せ
て
歳
出
を
組

み
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
極
端
で
は
あ
り
ま
す

が
、
平
成　

年
度
歳
出
か
ら

１３

サ
ー
ビ
ス
・
事
業
を
取
り
止
め

　

億
円
カ
ッ
ト
（
表
３
参
照
）

３７す
る
か
、
借
金
（
地
方
債
）
を

増
や
す
、
あ
る
い
は
市
税
、
公

共
料
金
の
値
上
げ
を
し
、
歳
入

を
増
や
す
な
ど
厳
し
い
選
択

が
迫
ら
れ
ま
す
。

表３ 平成２２年度の歳出はどうなる？　　   （単位：億円）
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経
費
は
自
治
体
の
持
ち
出
し
が
大
き

い
…
。
施
設
の
増
加
に
よ
り
維
持
管

理
経
費
は
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

地
方
交
付
税
の
削
減
に
伴
い
一
般
財

源
は
減
少
す
る
、
こ
の
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
が
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

の
で
す
。

修
復
す
る
事
業
Ｂ
を
く
ら
べ
て
み
ま

す
。
事
業
費
は
同
じ
1
0
0
0
万
円

で
す
が
、
事
業
A
は
国
の
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
市
の

持
ち
出
し
は
借
金
で
３
７
０
万
円
、

一
般
財
源
（
市
が
自
由
に
使
う
こ
と

の
で
き
る
お
金
）
で
１
３
０
万
円
の

負
担
で
済
み
ま
す
。

　

国
の
補
助
の
該
当
に
な
ら
ず
、
起

債
の
許
可
も
認
め
ら
れ
な
い
事
業
B

は
事
業
費
１
０
０
０
万
円
す
べ
て
を

市
が
一
般
財
源
か
ら
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
う
い
っ

た
維
持
管
理
の
た
め
の
事
業
は
市
民

生
活
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
簡
単
に
止
め
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
財
政
難
に
よ
り
事
業
A
を

取
り
止
め
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

に
よ
っ
て
国
か
ら
の
補
助
金
５
０
０

万
円
が
減
り
、
一
般
財
源
に
し
て
も

１
３
０
万
円
し
か
節
約
で
き
な
い
計

算
に
な
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
１
０

０
０
万
円
の
事
業
を
行
わ
ず
歳
出
を

削
減
し
た
結
果
、
歳
入
も
５
０
０
万

円
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

公
共
施
設
を
新
設
す
る
と
き
は
手

厚
い
財
源
支
援
が
あ
り
ま
す
が
、
維

持
管
理
に
は
支
援
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
維
持
管
理
業
務
に
か
か
る

　

歳
入
に
合
わ
せ
て
、
歳
出
予
算
を

組
み
立
て
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
歳
出
を
減
ら
す
と
歳

入
も
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
表
４
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
る
道
路
を
改
良
舗
装
す
る
事
業

A
、
市
内
の
道
路
の
壊
れ
た
舗
装
を

  
歳
出
を
減
ら
す
と
、
歳
入
も
減
っ
て
し
ま
う
地
方
財
政
の
仕
組
み

財源内訳
事業費事業の種類

一般財源地方債国庫補助金

  １３０    370     500１,０００事業Ａ（道路の改良舗装）

１,０００       0        0１,０００事業Ｂ（道路の維持管理）

表４  事業を行う場合の予算例　　　　                                      　（単位：万円）

地
域
懇
談
会
で
も
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
現
在
と
比
較

し
て　

億
円
も
の
財
源
不
足
を
解
消

３０

す
る
の
は
、
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
歳
出
を
見
直
し
圧
縮

す
る
こ
と
は
、
合
併
す
る
、
し
な
い

に
関
わ
ら
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
仮
に
合
併
し

た
と
し
て
も　

年
後
に
は
地
方
交
付

１０

税
の
厳
し
い
削
減
が
待
っ
て
い
ま

す
。
財
政
面
だ
け
で
言
え
ば
、
合
併

す
る
か
し
な
い
か
は
、
こ
の
厳
し
い

歳
出
見
直
し
を
、
今
の
市
町
村
が
短

期
間
の
間
で
行
う
か
、
合
併
し
て
、

大
き
な
市
町
村
の
枠
組
の
中
で　

年
１０

間
の
猶
予
を
も
っ
て
行
う
の
か
の
違

い
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
合
併
し
た
と
し
て
も
、
こ
の

問
題
を
先
送
り
に
し
て
は
現
在
と
同

じ
状
況
を
繰
り
返
す
だ
け
に
な
り
ま

す
。

　
（
次
回
は
合
併
し
た
場
合
の
状
況

予
測
を
お
送
り
し
ま
す
）

民
発
議
に
よ
り
検
討
に
入
る
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
に
は
多
く
の
情
報
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

に
よ
り
ご
意
見
も
承
り
ま
す
。

　

法
定
合
併
協
議
会
は
議
会
議
決
に

よ
り
設
置
で
き
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

合
併
は
相
手
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

法
定
合
併
協
議
会
を
つ
く
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
即
合
併
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
よ

り
深
い
議
論
を
行
う
中
か
ら
、
合
併

す
べ
き
か
否
か
の
最
終
判
断
を
行
う

過
程
と
と
ら
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
市
町
村
合
併
の
問
題
は
、
多

く
の
市
民
の
方
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
月
、
市
内　

カ
所
で
地
域
懇
談

11

会
が
開
催
さ
れ
、
市
長
と
市
民
の
み

な
さ
ん
の
間
で
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

Ｑ　

合
併
に
つ
い
て
は
す
で
に
期
限

が
ぎ
り
ぎ
り
と
聞
い
て
い
る
。
市
民

が
言
わ
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
も
の

か
。
そ
れ
と
も
わ
れ
わ
れ
は
市
長
の

方
針
に
た
だ
つ
い
て
い
け
ば
い
い
の

か
？

Ａ　
（
５
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
）

市
町
村
合
併
研
究
会
で
ま
と
め
ら
れ

た
検
討
材
料
等
を
示
し
、
そ
れ
に
よ

り
判
断
い
た
だ
く
方
法
の
ほ
か
、
住

市町村合併に関するご意見、ご要望をお待ちしております。また、

職場・サークルなどの会合にも職員を派遣して合併問題についてご

説明します。どうぞ気軽にお問い合わせ下さい。

企画振興課企画振興係　ＴＥＬ39－2304　ＦＡＸ23－2121

ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp

Ｅメールアドレス　sinko@city.furano.hokkaido.jp

北海道の市町村合併関連情報ホームページアドレス

http://www.pref.hokkaido.jp/skikaku/sk-tsssn/Top.html
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と
も
に
考
え
築
き
上
げ
る
ル
ー
ル
づ
く
り

ほ
か
の
ま
ち
で
は
ど
う
な
の
？

■
■
■
北
海
道
石
狩
市
の
例
■
■
■

石
狩
市
の
取
り
組
み

　

市
民
が
持
つ
知
識
、
経
験
、
感
性

な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
市

民
と
市
が
よ
り
良
い
ま
ち
の
姿
を
と

も
に
考
え
る
た
め
、
様
々
な
参
加
手

法
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
以
前
に
も
、
住
民
意

志
を
反
映
す
べ
く
、
説
明
会
や
懇
談

会
、
審
議
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
機
会
を
設
け
る

た
め
の
基
準
が
無
か
っ
た
た
め
、
一

定
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
よ
り
広
範
囲

な
事
業
に
対
し
て
、
確
実
に
市
民
参

加
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
づ
く
り

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
流
れ

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
す

る
事
業
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま

ず
市
民
に
広
報
を
は
じ
め
様
々
な
方

法
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
的
な
事
業
の
場
合
は
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
※
１
」
と
呼
ば
れ

る
手
法
に
よ
っ
て
、
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
事
業
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

よ
り
詳
細
な
意
見
交
換
や
問
題
点

の
洗
い
出
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
※
２
」、法
律
に
基
づ
く
審
議
が

必
要
な
と
き
は
な
ど
は
「
審
議
会
方

式
※
３
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
施

す
る
事
業
に
最
も
適
し
た
住
民
参
加

 Part3

の
手
法
を
用
い
て
、
市
民
の
意
見
を

く
み
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
年
１
〜
３
回
開
催
す
る
市
民

参
加
制
度
調
査
審
議
会
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
改
め
る
べ
き
点
は
無

か
っ
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
、検
討
・

改
善
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
号
の
掲
載
に
引
き
続
き
、
他
都
市
で
の
取
り
組
み
に

１４

１１

つ
い
て
、
そ
の
事
例
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
①
規
制
型　

②
手
続
き
型　

③
理
念
型　

の
う
ち
、
②
の

手
続
き
型
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

手
続
き
型
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
市
民
参
加
」
を
第
１
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
に
対
し
て
市
民
の
意
向
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
意
見
反
映
の
方
法
や
、
意
見
の
聞
き
取
り
方
な
ど
を
定
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【用語説明】
※１　パブリックコメント
　実施内容を一定期間の猶予をもって公開し、それに対す
る意見を広く求める手法です。
※２　ワークショップ方式
　一般公募などで参加者を募り、事業の問題点や、より良
い方向性など導き出す手法です。ある程度の時間をかけ
て、より具体的な内容を検討する場合に向いています。
※３　審議会方式
　法律や条例に基づき、市の指名や公募によって審議委員
を定め、検討を行う手法です。より専門的分野での検討を
比較的短期間で行う場合に向いています。

あなたのまちづくりに対する夢や、記

事に対するご感想をお寄せください 
封書の場合：富良野市弥生町１－１

　　　　　　市役所企画振興課あて

電子メール：富良野市のホームページの

　　　　　　投稿フォームを利用ください



広報ふらの　№4969

市民訪問団に参加して
公募で市民訪問団に参加した方の報告書を元に感想の一

部を掲載しています。

友好都市締結２５周年を記念して
　　　　　　　　　　　　　伊藤やす子
　シュラートミンク市との友好都市締結２５周年を
記念して、高田市長を団長とした私たち市民訪問
団はヨーロッパへ向かいました。自治体国際化協
会パリ事務所にてフランスの地方情勢を研修、
ボーヌではブルゴーニュ地方視察研修をしまし
た。フライブルグでは環境のまちづくりを研修し、
友好都市・シュラートミンクを訪問しました。
　シュラートミンクでは、FURANOの文字と日の
丸の旗が私たちを迎えてくれました。市長自らス
イミングプール、博物館、市庁舎を案内してくれ
ました。夜は記念式典、市民交流会、大勢の方々
に温かく迎えていただきました。言葉は通じませ
んでしたがお互いに少しずつうち解けて、一緒に
写した写真を送る約束をしました。またへそ踊り
を披露し、交流を深めることができました。また
友好の証に一人一人が署名、全員で記念植樹を行
いました。消防団の記念行事にも招かれました。
　訪問団としての役目を終え、一緒に参加した人
たちと交流ができ、全員無事に帰国できたことは
うれしい限りです。いろいろな国の文化を学ぶこ
とで、自分の住む「ふらのらしさ」を大切に育て
て行くことが一番だと思いました。

　　　市民訪問団に参加して
　　　　　　　　　　　　　 鴇田 　悦子

ときた

　視察地の一つボーヌでは、ワイン工場を見学し
ました。ここでは多くが家族経営で行われ、主人
の説明では傾斜の日照の多く当たる場所でのぶど
うで出来たワインは等級が良いとのことでした。
　フライブルグは、しゃれた店舗が並び雰囲気の
良いたたずまいのまちで、道路はきれいに石畳が
敷かれ小川が流れていました。夏にはこの小川は
市民にとって憩いの場に変わるとのこと。水遊び
する子どもたち、それを眺めるお年寄りたちがの
んびりくつろいでいる光景が広がります。朝市も
見学し、菊、バラなどの切り花、鉢植え、リース
などが目を楽しませてくれました。　
　シュラートミンク市では、ヘルマン・クレール
市長を表敬訪問し、市長自ら市内を歩いて案内し
てくれました。とても感激し、疲れもいやされま
した。記念式典では高田市長のあいさつ、アコー
ディオンの演奏、女性グループの合唱が行われ、
富良野市からは北海へそ踊りを披露しました。本
番前、もうそろそろ支度をと言われ、慌てて浴衣
を着て、図腹の青年たちと踊り、緊張して足が合
わない場面もありましたが、終わったときは肩の
荷が下りホッとしました。

環境都市・フライブルグを視察して
　　　　　　　　　　　　　倉橋夏代子
　環境都市・フライブルグで研修した点は、
　公共交通機関の奨励、地域環境定期システムの
導入、自転車の奨励、まちの駐車場の削減、子ど
もたちが水遊びできるようにまちに流れる小川の
整備、新築住宅には３０％の断熱材使用を義務づけ
るといった環境対策。
　ソーラーシステムの導入や節電のためのマイス
ターランプの無償配布などの省エネ対策。
　ごみカレンダーの配布、世帯用ごみ分別バケツ
配置、パブリックスペースでの使い捨て食器の使
用禁止、学校での環境教育プログラム、コンポス
トの奨励などのごみ減量化対策。
　ごみ処理場から発生するメタンガスを暖房・発
電に、分別ごみをさらに分別してリサイクル会社
へ、自然エネルギー利用促進策、建築廃材の再利
用などリサイクル対策について学びました。
　富良野もごみ分別収集では先端を行っています
が、減量やリサイクル製品の利用については課題
があります。私たち消費者は、ごみを「持ち込ま
ない」、「出さない」、「リサイクルする」を心がけ、
企業ぐるみで、ごみ減量化に取り組み、努力して
いきたいと思いました。
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平
成　

年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）

１４予
算
執
行
状
況

　
　
　
　
　

平
成　

年
９
月　

日
現
在

１４

３０

財
政
課　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
６

収入率
（％）

収入済額予  算  額区　　　　分

５０.２１１億６,０９２万円２３億１,４７５万円市 税

２９.７７,５１７万円２億５,３００万円地方譲与税

５７.２１億４,３４７万円２億５,１００万円地方消費税交付金

２８.５２,７９４万円９,８００万円自動車取得税交付金

６９.１３７億３,５２９万円５４億０,５２４万円地方交付税

３９.５１億３,６２５万円３億４,５３８万円分担金・負担金

５３.０１億０,０９０万円１億９,０３１万円使用料・手数料

２１.４２億３,００２万円１０億７,６９１万円国庫支出金

２４.１２億８,９１０万円１１億９,７５９万円道 支 出 金

７１.３７億７,８６２万円１０億９,２５０万円繰 入 金

７.８５,５２４万円７億０,４５２万円諸 収 入

０.００円２９億２,８８９万円市 債

７４.９１億８０７４万円２億４,１３１万円そ の 他

４２.９６９億１,３６６万円１６０億９,９４０万円合 計

執行率
（％）

支 出 済 額予　算　額区　　　　分

４７.５９,３８４万円１億９,７６１万円議 会 費

４１.９５億４,９６８万円１３億１,０９５万円総 務 費

４６.５２０億６,０３１万円４４億２,８０３万円民 生 費

４２.２５億６,１４７万円１３億３,０６７万円衛 生 費

４２.７３,６４０万円8,533万円労 働 費

４１.３９億３,９８３万円２２億７,５８４万円農 林 業 費

６０.８２億７,３４３万円４億４,９５４万円商 工 費

４４.５９億３,７７３万円２１億０,８６４万円土 木 費

４０.９２億３,０００万円５億６,２８５万円消 防 費

４３.１７億９,０７８万円１８億３,３６８万円教 育 費

４９.１７億３,９８９万円１５億０,８０８万円公 債 費

０.００円８１９万円予 備 費

4４.８７２億１,３３６万円１６０億９,９４０万円合 計

一般会計
予算執行状況

平
成　

年
度
予
算
の
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の

１４

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
に
対
す
る
収
入
状
況
、
支
出
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

特別・企業会計
予算執行状況

収入率
（％）

収入済額予算額（歳入）
会　　　計

執行率
（％）

支出済額予算額（歳出）

３７.８１０億５,２０８万円
２７億８,４５４万円

国 民 健 康
保 険

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

３６.０１０億０,１３５万円

４５.６５億７,０８４万円
１２億５,２８１万円介 護 保 険

４０.２５億０,４１０万円

４６.１１５億０,００１万円
３２億５,４００万円老 人 保 健

４４.１１４億３,５９０万円

６２.９１,９７５万円
３,１４０万円

公 設 卸 売
市 場 ４８.６１,５２６万円

４９.１７億５９４３万円
１５億４７３１万円公共下水道

４１.２６億３７３８万円

４７.４６,５７２万円
１億３,８５８万円簡 易 水 道

４０.０５,５４９万円

１７.５１億４,９０７万円８億５,３２０万円
水 道 事 業企

業
会
計

１９.５１億８,７７０万円９億６,０７０万円

３８.２２億４,４９７万円６億４,０８０万円
ワイン事業

３９.５４億１,９８８万円１０億６,１７０万円

一般会計　歳出

一般会計　歳入

　特別会計は歳入歳出同額です。



広報ふらの　№49611

　

企
画
振
興
課

　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
４

富良野スキー場市民スキーリフト施設利用券割引料金表
割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

3,4004,000おとな１２月２１日
～３月９日

１日券

2,2003,000こども・シニア

2,8003,300おとな３月１０日
～３月３０日 1,3002,100こども・シニア

2,0002,700おとな３月３１日
～５月５日 1,0001,500こども・シニア

2,7003,000おとな１２月８日
～３月９日午前券

1,6002,300こども・シニア

2,7003,000おとな１２月８日
～３月９日午後券

1,6002,300こども・シニア

1,2001,500おとな
開始～終了ナイター券

7001,000こども・シニア

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野ススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場富良野スキー場
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用民スキーリフト施設利用券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券 
　株式会社コクド富良野スキー場では、今シーズン
も市民を対象にした割引券「市民スキーリフト施設
利用券」を発行します。（金額は右の表のとおりです）
　この利用券は、次の場所で発行していますので、
お気軽にご利用ください。

　今シーズンから「富良野ゴンドラ」が、１０１人乗りでさ
らに高速になった「富良野ロープウェー」にリニューアル

しましたが、リフト券は共通で利用できます。

※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上（ただ

し、夫婦でご利用の場合はどちらかが６０歳以上であれば２

人ともシニア料金でご利用になれます）。

問い合わせ  企画振興課　　　　　　�３９－２３０４

利用券発行所利用券発行所
市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、図書館、ス市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、図書館、ス
ポーツセンター、山部支所、東山支所ポーツセンター、山部支所、東山支所
ふらの農業協同組合（本所・ふらの農業協同組合（本所・東部出張所・東部出張所・山部支所・東山支山部支所・東山支
所）所）

　

ヨ
ロ
ン
島
で
開
催
さ
れ
る
国
際
青

少
年
研
修
協
会
主
催
の
「
ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
に
参
加
し
、

外
国
人
小
学
生
と
活
動
を
と
も
に

し
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
い
う

児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
期
間

３
月　

日�
〜
４
月
３
日�

２７

７
泊
８
日

�
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

�
定
員　
　

名
１０

�
行
程　

旭
川
空
港
〜
東
京
〜
船
中

泊
研
修
〜
ヨ
ロ
ン
島
〜
共
同
生
活
体

験
、
在
日
外
国
人
と
の
交
流
・
探
検

〜
沖
縄
〜
空
路
〜
旭
川
空
港

�
活
動

【
船
内
活
動
】　

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
操

舵
室
見
学
な
ど

【
島
内
活
動
】　

い
か
だ
作
り
、
い
か

だ
こ
ぎ
、
海
水
浴
、
さ
と
う
き
び
し

ぼ
り
、
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
な
ど

�
参
加
費

　

万
２
０
０
０
円
（
予
定
）

１３
�
補
助

市
の
国
際
交
流
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
（
参
加
費
の　

％
程
度
を
補
助
し

５０

ま
す
）。

�
対
象

・
小
学
校
３
年
生
〜
６
年
生
（
平
成

　

年
２
月
末
現
在
）

１５・
ル
ー
ル
を
守
り
仲
間
を
大
切
に
す

る
方

�
申
込
方
法

企
画
振
興
課
に
あ
る
申
請
書
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

�
申
込
期
限　

１
月　

日�
ま
で

３１

�
そ
の
他

募
集
締
め
き
り
後
補
助
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。
２
月
に
札
幌
市
で
、
事

前
説
明
会
が
あ
り
ま
す
（
日
程
、
場

所
な
ど
は
未
定
）。

　

平
成　

年
度
上
半
期
（
４

14

〜
９
月
）
の
観
光
入
込
み
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
前
年
度

対
比
で　

・
５
％
増
の
１
４

２１

１
万
１
４
１
６
人
と
な
り
、

宿
泊
数
で
は
３
・
１
％
増
の

　

万
２
５
７
７
人
と
前
年
を

３２上
回
る
入
込
み
・
宿
泊
と
な

り
ま
し
た
。

　

春
先
の
天
候
が
良
く
、
雪

解
け
が
早
か
っ
た
た
め
、
ス

キ
ー
客
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
観
光
客
の
出

足
が
早
ま
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ「
北
の
国
か
ら
」

の
放
映
の
効
果
に
よ
り
入
込

み
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

入
込
み
の
増
に
対
し
て
宿
泊
数
の

増
が
小
さ
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
日

帰
り
や
通
過
型
の
観
光
客
が
多
か
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
「
北
の
国
か
ら
」
の
放
映

に
よ
る
入
込
み
の
増
が
特
に
目
立

ち
、
９
月
だ
け
で
見
る
と
、
前
年
の

２
倍
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

す
。
ま
た　

月
に
入
っ
て
か
ら
も
観

１０

光
客
の
足
は
途
絶
え
ず
、
例
年
少
な

い
秋
の
観
光
入
込
み
も
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
下
半
期

の
メ
イ
ン
で
あ
る
ス
キ
ー
観
光
と
合

わ
せ
て
、
今
年
度
の
観
光
入
込
み
は

２
５
０
万
人
を
超
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

平成１４年度平成１４年度
上半期（４～９月）観光入込上半期（４～９月）観光入込

１４１１４１万万１１千人千人（（２１.５％増）２１.５％増）
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自作そり大会など盛りだくさんの
内容でみなさんの参加をお待ちし
ています。
　と　き　２月９日�日 午前９時
　ところ　国設南ふらのスキー場
�問 実行委員会（商工観光課）
　　　　　　　　　　　�５２-２１１２

　占冠村　
輝く雪と光が誘う、夢の国

アイスドームビレッジ
　アルファリゾート・トマムエリ
ア内の真っ白い森に優しく光る、
雪と氷の芸術アイスドーム。温も
りを感じさせる氷のビレッジは、
訪れる人の心に、いつまでもきら
めく思い出を残してくれます。雪
と氷の幻想的な夢の国へ、ぜひお
越しください。
�問 企画課　�５６-２１２１

ら大人まで気軽に参加できるゲー
ムが盛りだくさん�みなさんの参
加をお待ちしています。
�問 実行委員会　�４４-２２０４

南富良野町
寒さを吹き飛ばして賞金をゲット！

『第１３回氷点下まつり』参加者募集
　子どもから大人まで参加できる
スノーフラッグスや犬ぞり体験の
ほか、白熱の「人間ばんば大会」、

上富良野町
冬を楽しむ１日に！

第３９回かみふらの雪まつり
　２月９日�日 午前１０時からラベン
ダーの丘で知られる「日の出公園」
を会場に開催されます。
　スノーモービル搭乗体験、豚サ
ガリ絶叫大会、豚サガリ煮込みの
試食など…、催しがいっぱい。
　雪まつり会場で冬を楽しもう！
�問 運営委員会
（商工観光まちづくり課）�４５-６９８３

中富良野町
北星山に集まれ！
　「冬とあそぼう」をテーマに、ウィ
ンターフェスティバル２００３が２月
８日�土 ・９日�日 の両日、北星山ス
キー場で開催されます。子どもか

 
浴
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
リ
ハ
ビ
リ
浴
室
を
新
設

ハハハハハハハハハハ
イイイイイイイイイイ
ララララララララララ
ンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドド
ふふふふふふふふふふ
らららららららららら
のののののののののの

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
仮オー

プン

富
良
野
市
開
庁
１
０
０
年
事
業
で
行
わ
れ
て
い
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の

浴
室
部
分
の
改
築
が
完
了
し
、　

月　

日�
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

１２

１６

新
し
い
浴
室
は
こ
れ
ま
で
の
３
倍
以
上
の
広
さ
で
、
露
天
風
呂
を
含
め

５
種
類
の
浴
槽
が
和
風
・
洋
風
の
２
種
類
の
浴
室
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
車
椅
子
利
用
者
や
介
助
を
必
要
と
す
る
人
が
利
用

で
き
る
「
リ
ハ
ビ
リ
浴
室
」
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
・
４
倍
の
広
さ　

　

新
し
い
浴
室
の
面
積
は
、
和
風
・

洋
風
の
２
つ
の
浴
室
を
合
わ
せ
て
２

９
５
㎡
と
こ
れ
ま
で
の
３
・
４
倍
の

広
さ
に
な
り
、
一
度
に
利
用
で
き
る

人
数
は
１
２
２
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
浴
室
に
は
露
天
風
呂
が
あ
り
、

夏
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
畑
や
富
良

野
の
山
々
を
な

が
め
な
が
ら
の

入
浴
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
つ
の
浴
室
は
日
替
わ
り
で
男
女

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
浴
室
を
新
設　

　

日
常
の
生
活
に
介
助
を

必
要
と
す
る
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
浴
室

が
２
つ
の
浴
室
の
ほ
か
に

新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
料
金
は
通
常
の
料
金

と
同
額
で
介
助
者
は
一
緒

に
入
浴
す
る
場
合
に
は
料

金
が
か
か
り
ま
す
が
、
介

助
だ
け
で
あ
れ
ば
無
料
で

す
。
利
用
は
１
回
に
つ
き

１
時
間
で
、
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

▲上が洋風、下が和風、右上にリハビリ浴室

日
帰
り
の
利
用
時
間
と
料
金

利
用
時
間　

一
般　

午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

リ
ハ
ビ
リ
浴
室

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
９
時

１０

入
浴
料　

　

お
と
な　

５
０
０
円

　

中
学
生　

４
０
０
円

　

小
学
生　

２
５
０
円

※
リ
ハ
ビ
リ
浴
室
も
同
額
（
介
助
者

は
入
浴
し
な
い
場
合
は
無
料
）

※　

歳
以
上
の
高
齢
者
対
象
の
助
成

６５
券
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す

※
お
得
な
利
用
回
数
券
も
あ
り
ま
す

　ハイランドふらの
　　　　　　�２２-５７００

▲ラベンダー畑を一望
できる露天風呂

▼リハビリ浴室
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�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 � ３９-２３０４　� ２３-２１２１

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

２月号…１月１０日�水 　※３月号は２月１４日�金 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、ま
たは郵送。

応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフク
シ・カメラのヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふら
の・フォトセンターミムラ

提 出 先

たて、よこは自由。デジタルカメラの場合はプリント
したもので応募してください。
表紙は白黒印刷になります。
写真は返却します。

そ の 他

審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者に
は６ツ切写真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとしたひ
とこまをスナップで応募してください。

�22～3005

休館日のお知らせ

●定期休館日

（毎週月曜日）

６・１３・２０・２７日

●振替休館日

１４日�火 

●整理休館日

３１日�金 

●特別休館日

１日�水 ～５日�日 

※４日�土 午前９時

～午後１時まで

開館します

ホームページで図書の検索ができます。
図書館のホームページ（富良野市HPからも利用可）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/
携帯電話（iモード対応、ez-web・Jスカイは一部対応）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/search.html

「大掃除」　成田恵吏子さん撮影

１階エントランスホール    

趣味の作品展

�渡邊　百合江絵手紙展

　７日�～３０日�まで

２階多目的ホール              

図書館まつり

�古本市

　１２日�午前９時３０分から

�竹田津　実講演会

　「北の自然と動物たち」

　１６日�午前１１時から

《児童書》
　 森 の 王 国   ……………………………
もり おう こく

…… 竹  田  津 　 実 
たけ た づ みのる

　 子 ぎつね ヘ  レ  ン がのこしたもの………
こ へ れ ん

 竹  田  津 　 実 
たけ た づ みのる

　 ０  点  虫 が 飛 び 出 した！………………… 赤  羽 じゅんこ
れい てん むし と だ あか はね

　 Ａ  Ｂ  Ｃ えほん…………………………とだこうしろう
えー びー しー

《一般書》
　向田　邦子の遺言………………………向田　和子
　異形の将軍　田中角栄の生涯（上・下）津本　陽

　釈迦………………………………………瀬戸内寂聴

　中央構造帯………………………………内田　康夫

　ダーク……………………………………桐野　夏生

　妻の大往生………………………………永　　六輔

　猫月夜（上・下）………………………立松　和平

※他にも新刊書を揃えています。

２階展示ホール                 

�竹田津　実写真パネル展

　北の自然と動物たち

　９日�～２２日�まで

　森の獣医こと、竹田津　

　実氏（写真家・作家）の

　撮影した動物写真を展示

１
月
の
行
事
予
定
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ATCHING

　
　

月　

日�
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、　

１２

１５

２４

組
の
出
場
者
が
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
、
約
６
５
０
人
の
観
客
が
見
守
る

な
か
、
き
れ
い
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
り
、
応

援
団
の
踊
り
を
背
に
し
な
が
ら
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
で
会
場
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
に
は
富
良
野
出
身
の
澤
又
健
太
さ
ん

が
登
場
、
声
量
あ
る
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
２
回
市
民
紅
白
歌
合
戦

　

響
き
わ
た
る
歌
声
と
熱
い
応
援

　１２月8日�文化会館大会議室で行わ
れ、小学校低学年を中心に約１３０名が参
加、クリスマスゲームを楽しみました。
　子ども会ジュニアリーダーの中学生
が企画。小学生にクリスマス気分を味
わってもらおうと、サンタにふんした中
学生がじゃんけん列車、サンタをさがせ
などの創作ゲームを進行、青少年サーク

ル「ね～びる」も協力し、小学生をゲー
ムに夢中にさせていました。会場は参加
者の笑顔と歓声があふれていました。
　実行委員長の増子 史 さん（東中3年）

ふみ

は、「多くの小学生が参加してくれてう
れしいです。その分進行も大変でした
が、来年はもっと高学年の子にも参加し
て欲しい」と声を弾ませていました。

　サンタとあそぼう ２００２クリスマスゲーム大会

　
　

月　

日�
、
手
づ
く
り
体
験
工
房
で
行
わ

１２

１４

れ
、
午
前
の
部　

名
・
午
後
の
部　

名
が
参
加
、

１２

１０

手
打
ち
そ
ば
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
迫
さ
ん
が
そ
ば
打
ち
の
実
演
を
行
い

な
が
ら
手
順
を
説
明
、
そ
の
後
参
加
者
は
そ
ば

粉
を
こ
ね
、
伸
ば
し
、
麺
切
り
す
る
な
ど
、
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
そ
ば
づ
く
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
一
生
懸
命
つ
く
っ
た
そ
ば

の
出
来
は
上
々
と
、み
な
さ
ん
満
足
気
で
し
た
。

　

出
来
は
上
々

年
越
し
そ
ば
づ
く
り
に
挑
戦



広報ふらの　№49615

　
　

月
3
日�
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
、　

名

12

15

の
方
が
参
加
し
手
作
り
の
お
正
月
飾
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

材
料
に
は
、
使
い
終
わ
っ
た
ラ
ッ
プ
の
芯
や

稲
わ
ら
な
ど
が
使
わ
れ
、
金
色
の
紙
で
包
ま
れ

た
ラ
ッ
プ
の
芯
を
竹
に
見
た
て
、
そ
の
筒
に

折
っ
た
の
し
紙
や
松
、
稲
わ
ら
で
飾
り
つ
け
を

し
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
細
か
い
作
業
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

飾
り
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
林
摩
妃
さ
ん
は
「
伝
統
に
と
ら
わ

れ
ず
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
で
で
き
る
と
こ
ろ
が
良

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

捨
て
ず
に
利
用
し
素
敵
な
飾
り
を　

お
正
月
飾
り
教
室

　
　

月
7
日�
、
東
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

12
約　

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

30

　

こ
の
教
室
は
、
か
る
た
の
普
及
に
必
要
な
読

み
手
の
育
成
が
主
な
目
的
で
、
2
回
目
に
な
る

今
回
は
大
会
を
ひ
か
え
た
児
童
た
ち
に
実
際
に

札
を
と
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
の
講
習
を
行
い
ま

し
た
。「
我
衣
手
〜
」
な
ど
最
初
の
部
分
が
同
じ

言
葉
の
札
は
読
み
方
の
違
い
で
全
部
を
聞
か
な

く
て
も
判
断
で
き
た
り
、
前
の
句
の
余
韻
か
ら

次
の
句
を
し
ぼ
り
こ
ん
だ
り
と
、
読
み
手
に
も

技
術
が
必
要
な
下
の
句
か
る
た
。
樹
海
中
３
年

の
那
須
力
也
さ
ん
は
「
か
け
ひ
き
が
あ
っ
て
お

も
し
ろ
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

競
技
か
る
た
を
学
ぶ

 
下
の
句
か
る
た
教
室

　
　

月
８
日�
、
友
好
都
市
・
西
脇
市
で
行
わ

１２
れ
た
第　

回
西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、

２５

市
か
ら
選
手
団
を
派
遣
、
５
名
の
選
手
は
師
走

の
西
脇
路
を
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
馬
場
郷
さ
ん（
上
富
良
野
自
衛
隊
）

が
２
部　

㎞　

位
、
谷
本
省
吾
さ
ん
が
３
部　

１０

１６

１０

㎞　

位
、
小
野
光
宏
さ
ん
は　

部
ハ
ー
フ　

位

３２

１０

１１

（
と
も
に
緑
峰
高
校
教
諭
）、
植
田
亘
俊
さ
ん
は

４
部　

㎞　

位
（
麓
郷
中
校
長
）、
對
馬
紀
一

１０

８８

さ
ん
は
５
部
５
㎞　

位
（
東
中
教
諭
）
と
い
う

１４

成
績
で
し
た
。
ま
た
選
手
団
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
ほ
か
、
歓
迎
会
、
市
内
観
光
な
ど
を
通
し
て

西
脇
市
と
の
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

友
好
を
深
め
る

西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

月
７
日�
、
緑
町
児
童
館
で　

名
の
子
ど

１２

４４

も
た
ち
が
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
は
五
升
の
餅
米
を
４
回
に
わ
け
、
ま

ず
町
内
の
大
人
た
ち
が
炊
き
あ
が
っ
た
餅
米
を

杵
で
こ
ね
、
そ
の
後
子
ど
も
た
ち
が
順
番
に
一

人
５
回
程
度
つ
き
ま
し
た
。金
子
仁
志
さ
ん（
扇

山
小
三
年
）
は
、「
面
白
か
っ
た
。
重
か
っ
た
け

ど
８
回
つ
け
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
お
餅
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母

さ
ん
方
が
き
な
こ
、
あ
ん
こ
、
ご
ま
、
醤
油
の

り
の
４
種
類
の
味
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
つ
い
た
お
餅
の
味
は
格
別
、
み
ん
な

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
は
お
い
し
い
ね

餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ
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青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
の
は
、
自

分
の
殻
を
破
り
、
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
た

い
と
い
う
思
い
と
、
同
時
に
そ
の
手
段
と
な

る
管
楽
器
演
奏
と
い
う
自
分
の
特
技
が
生
か

さ
れ
、
人
の
役
に
立
つ
の
な
ら
、
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
こ
と
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

音
楽
、
中
で
も
管
楽
器
と
の
出
会
い
は
中

学
で
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
た
と
き
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
音
楽
の
魅
力
と
楽
し
さ
を
知
っ

た
私
は
、そ
の
後
東
京
音
楽
大
学
へ
進
学
し
、

在
学
中
か
ら
フ
リ
ー
の
テ
ィ
ー
バ
奏
者
と
し

て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
室
内
楽
へ
の
参
加
や
子

ど
も
た
ち
に
音
楽
、
楽
器
演
奏
の
指
導
を
し

て
い
ま
し
た
。「　

歳
に
な
る
ま
で
は
音
楽
を

３０

め
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
」
と
決
め
、
音
楽
中

心
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が　

歳
を
機

３０

に
富
良
野
に
戻
り
、
薬
品
雑
貨
店
で
働
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
も
地
元
の
楽
団
に
参
加

し
、
音
楽
と
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
地
元
で
行
わ
れ
た
青
年
海
外

１３

協
力
隊
の
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
音
楽
を
生
か
し
た
国
際
協
力
の
形
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
前
述
の
気
持
ち
か
ら
参
加
を

決
意
、
約
３
月
間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

て
、
今
回
エ
ジ
プ
ト
・
マ
ン
ス
ー
ラ
に
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
公
立
学
校
で
は
音
楽
や
体

育
、
美
術
の
授
業
が
な
く
、
日
本
で
い
う
児

童
会
館
に
放
課
後
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
中
で
マ
ン
ス
ー
ラ
は
吹
奏
楽
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
私
は　

歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

１８

に
、
管
楽
器
、
合
奏
に
必
要
な
知
識
を
指
導

し
ま
す
。
技
術
だ
け
で
な
く
、音
楽
を
愛
し
、

楽
し
む
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

マ
ン
ス
ー
ラ
は
、
首
都
カ
イ
ロ
か
ら
１
２

０
㎞
、
車
で
２
時
間
の
距
離
に
あ
る
人
口
２

０
０
万
人
の
繊
維
を
中
心
と
し
た
産
業
都
市

で
す
。
交
通
機
関
も
発
達
し
、
物
も
豊
富
で

す
。
で
す
か
ら
生
活
面
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
心
配
な
の
は
文
化
、
信
仰
、
習
慣
の
違

い
で
す
。
時
間
に
ル
ー
ズ
な
国
民
性
、
私
の

好
き
な
お
酒
を
イ
ス
ラ
ム
の
人
は
飲
ま
な
い

こ
と
。
ま
た
女
性
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
が

特
に
強
い
の
で
、
例
え
道
を
聞
こ
う
と
し
て

も
、
女
性
に
は
気
軽
に
声
を
か
け
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
御
法
度
で
す
。

　

そ
し
て
、「
ラ
マ
ダ
ン
」
と
い
う
断
食
月
が

あ
り
ま
す
。　

月
下
旬
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、

１１

断
食
を
す
る
こ
と
で
、
一
年
間
に
犯
し
た
罪

を
つ
ぐ
な
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て

も
断
食
す
る
の
は
夜
明
け
か
ら
日
没
ま
で
、

日
没
後
の
飲
食
は
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
仰

の
一
つ
の
形
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
。
こ
れ
は

貧
富
の
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
断
食
す
る
こ
と
で
、
平
等
を
意

識
付
け
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
信
仰
や
文
化
、
言
葉
な
ど
、
相
当

違
う
国
で
す
が
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
が
音

楽
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
で
す
。
音
楽
に
国
境
は
な
い
と

い
い
ま
す
。全
世
界
で
共
通
の
音
楽
文
化
を
、

言
葉
や
習
慣
の
壁
を
超
え
現
地
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
多

く
の
出
会
い
や
出
来
事
に
期
待
し
、
今
か
ら

派
遣
を
終
え
た
２
年
後
の
自
分
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

▲プロフィール
　日の出町
　青年海外協力隊平成１４年度第２次隊に参加
　１２月から管楽器指導者としてエジプト・マ　
　ンスーラに赴任。派遣期間は２年間。

２年後の自分が楽しみ

鳥居　直樹さん（３４）
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しまじろうをつれてお散歩に行きま
す。
　目黒　 瑞 季   さん　２歳（弥生町）

みず き

毎日お父さんと入るお風呂が大好きな
私です。ミルクをいっぱい飲んで大き
くなるよ！

 　原口　 美  紅 さん　３ヵ月（緑町）
み く

明るく楽し
く元気良く

▲大正琴　 美  音 の会
み ね

　「音を楽しむことが大事。音を出すことでストレス発散になりま

す」と話されるのは大正琴 美  音 の会指導講師の林　祐子さん。
み ね

　現在の会員数は市内外を含めて６１名。５名程度のサークルに分

かれて活動を行っています。会の雰囲気は明るく、ときにはおしゃ

べりに半分以上の時間を費やしてしまうこともあるとか。

　大正琴のイメージを変えたいと、演奏する曲には「北の国から」

のテーマや演歌、ニューミュージックまで幅広く取り入れていま

す。「今年は、ボランティアで老人保健施設や寿光園などさまざま

な場所で演奏しましたが、知っている曲が聞こえてくると一緒に

口ずさんでくれる方などがいて、演奏する方も楽しかったです」

と話される林さん。一人でも大勢でも楽しめる大正琴に興味のあ

る方は一度聞いて、そして体験してみてはいかがですか。

プロフィール
平成６年４月発足
会員数　６１名
活動日　サークル別に週１回
　　　　１時間程度
連絡先　�22‐4671　林さん　

今
は
一
つ
で
も
多
く
の

　
　
　

仕
事
を
覚
え
た
い

天間紀明さん（２１）山部天間紀明さん（２１）山部
農業農業

　

平
成　

年
の
春
に
短
大
を
卒
業
し
、
実
家
の

１４

農
業
に
就
い
て
、
今
は
緑
峰
高
校
の
農
業
専
攻

科
に
通
っ
て
い
ま
す
。
作
物
は
ス
イ
カ
、
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
、
小
麦
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
た
だ
作
物
を
作
る
だ
け
の
仕
事
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
や
組
織
な
ど
と
関
わ

り
を
持
っ
て
い
て
結
構
大
変
な
ん
だ
な
と
い
う

の
が
一
年
目
を
終
え
て
の
印
象
。
早
く
一
人
前

に
な
る
た
め
に
、
今
は
一
つ
で
も
多
く
の
仕
事

を
覚
え
た
い
で
す
。

　

趣
味
は
中
学
校
の
と
き
か
ら
や
っ
て
い
る
バ

ン
ド
活
動
で
ベ
ー
ス
を
担
当
。
ま
た
家
族
で
休

日
を
決
め
て
い
る
の
で
、
夏
に
は
友
だ
ち
と
車

で
海
へ
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
夢
は
今
の
仕
事
を
法
人
化
す
る
こ
と
で
す
。

お
い
し
い
ス
イ
カ
を
一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
天
間
さ
ん
。
次
の
夏
に

は
、
天
間
さ
ん
の
手
掛
け
た
お
い
し
い
ス
イ
カ

に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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こ
と
を
覚
え
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
い
ち
ご
」
の
「
ご
」
を
聞
く
こ
ろ

に
は
「
い
」
や
「
ち
」
を
忘
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
１
回
目
の
「
い

ち
ご
」
の
「
ご
」
が
記
憶
に
残
っ

て
い
る
う
ち
に
も
う
一
度
「
い
ち

ご
」
と
く
り
か
え
し
聞
か
せ
て
も

ら
う
と
記
憶
が
し
や
す
く
、
理
解

も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

�
な
る
べ
く
短
い
文
章
で
話
す

　
「
お
さ
ら
あ
ら
っ
た
ら
ま
ま
と

お
ん
も
い
こ
う
ね
」
と
一
気
に
長

い
文
章
で
言
わ
れ
る
と
・
・
・
お

子
さ
ん
は
『
ら
あ
ら
？
た
ら
ま
？

と
ん
も
？
も
い
こ
？
？
？
』
な
ん

て
状
態
に
・
・
・
聞
く
力
や
記
憶

力
が
未
熟
な
の
で
す
。「
お
ん
も
い

こ
う
」「
ま
ま
と
ね
」「
お
さ
ら
あ

ら
っ
て
か
ら
」「
あ
ら
い
お
わ
っ
た

ら
ね
」「
そ
う
、お
ん
も
い
く
よ
」な

ど
お
子
さ
ん
の
反
応
を
み
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
、
わ

か
り
や
す
い
短
い
文
章
で
く
り
か

え
し
て
受
け
答
え
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

富
良
野
医
師
会

な
り
ま
す
。

●
具
体
的
な
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

「
高
齢
者
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」

①
低
栄
養
に
気
を
つ
け
よ
う

　

体
重
低
下
は
黄
信
号

②
調
理
の
工
夫
で
多
様
な
食
生
活

　

何
で
も
食
べ
よ
う
。
で
も
食
べ

過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
て

③
副
食
か
ら
食
べ
よ
う

　

年
を
と
っ
た
ら
お
か
ず
が
大
切

④
食
生
活
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
よ
う

　

食
事
は
ゆ
っ
く
り
欠
か
さ
ず
に

⑤
よ
く
体
を
動
か
そ
う

　

空
腹
感
は
最
高
の
味
付
け

⑥
食
生
活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
よ

う
　

食
生
活
の
知
恵
は
若
さ
と
健
康

づ
く
り
の
羅
針
盤

⑦
お
い
し
く
、
た
の
し
く
、
食
事

を
と
ろ
う

　

豊
か
な
心
が
育
む
健
や
か
な
高

齢
期

　

食
生
活
は
保
守
的
で
あ
り
、
家

庭
環
境
の
問
題
や
長
年
に
わ
た
る

食
習
慣
や 
嗜 
好
が
あ
り
、
改
善
に

し

は
か
な
り
抵
抗
を
示
す
こ
と
を
考

慮
に
い
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

　

老
年
者
の
食
事
と
栄
養
管
理
の

目
的
は
、
老
年
者
が
生
命
活
動
や

積
極
的
な
社
会
活
動
を
営
む
た
め

に
必
要
な
各
栄
養
素
を
確
保
し
、

生
理
的
な
変
化
に
対
応
し
、
し
か

も
で
き
る
だ
け
病
的
老
化
が
起
き

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

●
老
化
に
は
生
理
的
老
化
と
病
的

老
化
が
あ
り
ま
す

　

生
理
的
老
化
と
は
、
必
ず
起
こ

る
心
身
の
変
化
で
、
形
態
的
変
化

と
生
理
機
能
的
変
化
が
あ
り
ま

す
。
身
長
の
低
下
、
体
重
、
さ
ら

に
脳
、
筋
肉
、
骨
の
重
量
の
減
少
、

白
髪
や
脱
毛
、
し
わ
や
し
み
な
ど

は
形
態
的
変
化
で
す
。
生
理
機
能

的
変
化
に
は
基
礎
代
謝
量
の
低

下
、
食
物
の
そ
し
ゃ
く
、
消
化
・

吸
収
機
能
、
さ
ら
に
各
栄
養
素
の

代
謝
の
変
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

病
的
老
化
に
は
、
高
血
圧
、
動

脈
硬
化
、
肺
気
腫
、
慢
性
気
管
支

炎
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
老
年
痴
呆

な
ど
が
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の

疾
患
が
複
合
さ
れ
る
場
合
が
多
く

健
康
一
口
メ
モ

老
化
を
防
ぐ 
⑩

保

健

師

お
元
気
で
す
か

幼
い
子
ど
も
と
の

　
　
　
　

話
し
方
①

―
１
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
―

　
「
こ
と
ば
」
は
人
の�
心�
を
伝

え
ま
す
。
お
子
さ
ん
に
は
快
い

�
心�
を
多
く
伝
え
て
あ
げ
た
い
で

す
ね
。
気
持
ち
の
い
い
こ
と
ば
を

か
け
る
た
め
に
は
「
ゆ
っ
く
り
成

長
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
大
人
側

の
気
持
ち
の
余
裕
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

�
ゆ
っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
話

す
。
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
ば
で

話
す

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、聞
く
力
、

聞
き
取
る
力
が
ま
だ
と
て
も
未
熟

な
の
で
す
。

�
同
じ
言
葉
を
く
り
か
え
し
て
あ

げ
る

　
「
い
ち
ご
食
べ
よ
う
ね
、お
い
し

い
い
ち
ご
だ
よ
」
な
ど
。
小
さ
い

お
子
さ
ん
は
一
度
に
た
く
さ
ん
の

子 ど も に 合 わ せ て

食 事 を 楽 し む
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�幼児クラブで一緒に活動しませんか？
　幼児クラブは、主に０～２歳児および保育所や幼稚園

などに通っていない乳幼児とその保護者を対象に、週１

～２回の午前中２時間程度、親子一緒になって遊んだ

り、育児についての情報交換を行ったりする自主的な

サークル活動です。

☆参加するには？

　各クラブの代表者（当番）に直接連絡してください。

クラブの代表者は各児童館・児童センター、市役所児

童家庭課にお問い合わせください。

☆活動場所

　各児童館・児童センター・山部支所・山部福祉セン

ター・東山福祉センター

�みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だれ
でも自由に利用することができます。

�開館時間　月～金曜日は午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日・冬休み中は午前１０時～午後５時
　　　　　　１２月３０日�～１月５日�は休館です。

　　詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

子
供
等
の
声
の
弾
み
て
年
新
た　
　
　
　
　

森　

美
代
子

静
け
さ
や
幸
せ
色
の
初
日
の
出　
　
　
　
　

松
藤　

道
子

初
鳩
の
群
れ
の
旋
回
光
り
け
り　
　
　
　
　

東
野　

ミ
ネ

鳩
時
計
明
る
く
鳴
い
て
年
明
く
る　
　
　
　

上
坂　

睦
美

手
造
り
の
栞
は
さ
み
て
初
日
記　
　
　
　
　

菅
原
百
合
子

老
い
て
な
ほ
歌
留
多
読
む
声
な
め
ら
か
に　

矢
倉　

正
幸

全
道
よ
り
集
ふ
人
ら
の
夢
と
技

富
良
野
に
開
く
池
の
坊
祭　
　
　
　
　
　
　

中
島　

芙
蓉

あ
る
な
し
の
風
に
散
り
ゆ
く
花
び
ら
を

真
白
き
雲
に
の
せ
て
や
り
た
し　
　
　
　
　

吉
田　

久
子

白
鳥
の
悠
然
と
し
て
水
に
浮
き

餌
を
抛
る
と
き
目
と
目
が
合
ひ
ぬ　
　
　
　

町
屋　

和
子

し
き
り
招
く
新
築
の
子
に
迎
へ
ら
れ

 
終 
の
栖
家
と
ワ
イ
ン
の
乾
杯　
　
　
　
　
　

川
崎　

淑
子

つ
い疑

惑
の
国
疑
惑
の
ま
ま
に
雪
降
り
ぬ

塒
の
鳥
よ
こ
ゑ
太
く
い
よ　
　
　
　
　
　
　

森
高　

緑
子

◆
富
良
野
市
へ    

▽
株
式
会
社
東
芝
北
海
道
支
社

支
社
長　

前
野　

和
博
（
札
幌

市
）
テ
レ
ビ
デ
オ
１
台
ほ
か
１

点◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
石
川　

千
代（
山
部
６
町
内
）

金
３
万
円　

▽
尾
崎　

博
光

（
南
麓
郷
１
）金
５
万
円　

▽
小

林　

和
子
（
南
大
沼
２
）
金
５

万
円　

▽
仁
原　

俊
洋
（
西
達

布
お
も
と
）
金
５
万
円　

▽
原

畠　

良
晴
（
東
鳥
沼
３
）
金
３

万
円
・
紙
お
む
つ　

▽
木
村　

ミ
ヱ
（
東
山
共
栄
）
金
５
万
円

▽
滝
口　

邦
雄（
扇
町
８
〜　

）
１２

金
３
万
円　

▽
自
然
園
妙
蓮
寺

小
竹　

妙
蓮
（
東
鳥
沼
１
）
金

５
万
円　

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

▽
樹
海
東
小
学
校　

カ
ボ
チ
ャ

　

㎏　

▽
株
式
会
社
東
洋
実
業

１６富
良
野
営
業
所
（
若
松
町
２
〜

　

）
り
ん
ご
２
箱

２８◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
平
賀　

英
児
（
兵
庫
県
三
木

市
）
書
籍
１
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

　夏のワイン工場は、ラベンダー観光でにぎわいを見せていま
すが、冬は氷点下３０度の幻想的な風景が広がり、静かな時間を

過ごすことができます。ワイン工場では試飲コーナーに雄大な

十勝岳連峰を眺めながらみなさんにくつろいでいただける展望

スペースがあります。また工場内にギャラ

リーを設け、農村女性グループ「アルカ

ネット」によるネイチャークラフトを展示

中です。ワイン工場で冬景色を見ながら心

安らぐ時間を過ごしてみませんか。

�定 休 日　年中無休（年末年始除く、新年は６日より営業）

�開館時間　午前９時～午後４時３０分

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬ののののののののののののののののののののののののののののののののワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいのワイン工場へのお誘い

　ワイン工場
　　　　　�２２－３２４２



電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム
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相談日程

�39-2301
市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

１/２０�・２/３�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
市民相談室
11:00̃14:00

１/１２�
  廣田善康弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談

無 料 法 律 相 談

未定
今年度は終了しました

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
商工会議所
9:30̃15:00

１/１０�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

保健センター 2F
いちい 
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高 齢 者 介 護 相 談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽に
ご相談ください。

  １月は国保税７期・介護保険料７期の納期です 

◎
保
育
所
入
所
児
童
募
集

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く
希

望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
す
。

�
中
央
保
育
所
・
麻
町
保
育
所

◆
募
集
年
齢

・
０
歳
児
（
中
央
保
育
所
の
み
）

・
１
〜
５
歳
児

◆
保
育
時
間
（
月
〜
土
曜
日
）

　

午
前
７
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

４５

３０

◆
入
所
基
準　

共
働
き
・
パ
ー
ト
・

内
職
・
自
営
・
病
人
の
介
護
な
ど
で

保
育
が
困
難
な
家
庭
の
児
童

�
へ
き
地
保
育
所
（
麓
郷
・
布
礼
別
・

山
部
・
東
山
）

◆
保
育
時
間

・
月
〜
金
曜
日

児
童
家
庭
課

�
３
９
‐
２
２
２
３

募 集募　集

入
所
児
童
を
募
集

保
育
所
・

学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
休
業
・
休
館
日
の
お
知
ら
せ

�市役所・山部支所・東山支所・保健セン
ター・地域福祉センター・生涯学習セン
ター・チーズ工房
１２月３１日�～１月５日�

※出生・死亡・婚姻届などは年末年始も市役所当
直で受付けています。

�図書館　１２月３１日�～１月５日�
※1月４日�土 午前９時～午後１時まで図書館を
開館します。

�文化会館・ワイン工場・老人福祉セン
ター・勤労青少年ホーム
１２月２８日�～１月５日�

�スポーツセンター
１２月３０日�～１月５日�

�ワインハウス
１２月３０日�～１月４日�

�ハイランドふらの
年末年始も営業します

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

・
土
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

◆
入
所
基
準

・
共
働
き
な
ど
で
保
育
が
困
難
な
家

庭
の
児
童

・
入
所
が
適
当
と
思
わ
れ
る
児
童

◆
申
込
期
限　

１
月　

日�
ま
で

３１

◎
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

　

入
所
児
童
募
集

◆
施
設
名

①
桂
木
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

②
麻
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

③
緑
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

④
北
の
峰
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

⑤
東
部
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

◆
入
所
基
準　

下
校
後
、
保
護
者
が

不
在
の
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

◆
申
込
期
限　

１
月　

日�
ま
で

３１

○
申
込
書
は
、
児
童
家
庭
課
・
各
支

所
・
各
保
育
所
・
各
学
童
保
育
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

○
「
公
立
・
私
立
保
育
所
、
幼
稚
園

ガ
イ
ド
」
を
児
童
家
庭
課
、
各
保
育

所
、
支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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富
良
野
緑
峰
高
等
学
校

�
２
２
‐
２
５
９
４

募 集募　集

平
成　

年
学
生
募
集

１５

富
良
野
緑
峰
高
校

農
業
特
別
専
攻
科

Informationくらしの情報   Informationくらしの情報    納税は便利な口座振替で！

　

高
校
を
卒
業
し
、
自
家
営
農
に
携

わ
り
な
が
ら
農
業
の
勉

強
を
し
た
い
人
な
ら
誰

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◆
募
集
定
員　
　

名
２０

◆
入
学
資
格

①
高
等
学
校
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
学
校
を
卒
業
し
た
者

②
本
校
校
長
が
高
等
学
校
を
卒
業
し

都
市
整
備
課

�
３
９
‐
２
３
１
３

指名願指名願

受
付
を
行
い
ま
す

建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書

　

市
が
平
成　

年
・　

年
に
発
注
す

１５

１６

る
工
事
請
負
契
約
等
に
係
る
指
名
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の

資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

１
月　

日�
〜
２
月　

日�

２０

２０

◆
申
請
方
法

　

市
町
村
統
一
様
式
で
持
参
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
市
税
を
課
税
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
月
６
日�
以
降
に
証

明
を
受
け
た
市
税
の
納
税
証
明
書
が

必
要
で
す
。

◆
そ
の
他

　

申
請
に
必
要
な
資
格
な
ど
、
申
請

に
関
す
る
こ
と
は
市
役
所
前
掲
示
板

に
掲
示
し
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
３
２
９
２

スポーツスポーツ

初
心
者
対
象

ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
３
２
９
２

スポーツスポーツ

出
場
チ
ー
ム
募
集

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

◆
と　

き　

１
月　

日�
　

午
前
９
時
か
ら

２６

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
民
（
学
生
除
く
）

◆
チ
ー
ム
構
成
（
６
名
以
内
）

【
男
性
の
部
】　

年
齢
制
限
な
し

【
女
性
の
部
】

１
部
〜
定
期
的
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
愛

税
務
課

�
３
９
‐
２
３
０
２

申 告申　告

事
業
者
の
方

償
却
資
産
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経

営
し
た
り
そ
の
他
の
事
業
を
営
ん
で

い
る
場
合
、
１
月
１
日
現
在
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
に
つ

い
て
、
資
産
所
有
者
に
申
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
耐
用
年
数
に
よ
る
償

却
が
行
わ
れ
た
後
の
価
格
（
課
税
標

準
額
）
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
（
課
税
標
準
額
が
１
５
０

万
円
未
満
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
）。ま
た
耐
用
年
数
や
償
却
の
状
況

に
よ
り
課
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
資

産
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
申
告
期
限
は
１

１５

月　

日�
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

３１
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

好
し
て
い
る
チ
ー
ム

２
部
〜
本
大
会
出
場
の
た
め
に
結
成

　
　
　

さ
れ
た
チ
ー
ム

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

◆
申　

込　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

山
部
公
民
館
・
東
山
公
民
館
へ
１
月

　

日�
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

１５い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円

◆
用
意
す
る
も
の　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

用
具
一
式
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
で
き

る
服
装

�
申
込
方
法

　
（
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
共
通
）

　

参
加
料
を
添
え
て

１
月　

日�
ま
で
に

２８

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

山
部
公
民
館
・
東
山
公

民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
ス
キ
ー
教
室

◆
と　

き　

２
月
５
・
６
・
７
・　

・
１０

　

・　

日
（
全
６
回
）

１１

１２

（
昼
の
部
）
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

（
夜
の
部
）
午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ

富
良
野
ス
キ
ー
場
北
の
峰
ゾ
ー
ン

◆
対　

象　

ス
キ
ー
初
心
者
・
中
級

者
（
中
学
生
以
上
）

◆
定　

員　

各　

名
（
先
着
順
）

２０

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円

◆
用
意
す
る
も
の　

ス
キ
ー
用
具
一

式
・
ス
キ
ー
が
で
き
る
服
装

◎
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

◆
と　

き　

２
月
５
・
６
・
７
・　

日
（
全
４
回
）

１０

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ　

富
良
野
ス
キ
ー
場
北
の
峰
ゾ
ー
ン

◆
対　

象　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心

者
・
中
級
者
（
中
学
生
以
上
）

◆
定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

１０

財
政
課

�
３
９
‐
２
３
０
６

自転車自転車

お
早
め
に
引
取
り
を

放
置
自
転
車
を

処
分
し
ま
す

　

駅
前
交
番
横
と
駅
裏
の
駐
輪
場
内

に
長
期
間
に
渡
っ
て
放
置
し
て
あ
る

自
転
車
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

所
有
者
は
至
急
引
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
て
も
引
取
り
に

来
な
い
自
転
車
は
、
条
例
に
よ
り
処

分
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
自
転
車
を
、
駅
前
と

市
役
所
前
掲
示
板
に
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
引
取

り
に
は
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
引
取
期
日　

２
月　

日�
ま
で

２７

◆
引
取
場
所　

市
役
所
自
転
車
置
場

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
た
者

◆
選
抜
方
法　

作
文
と
面
接
試
験

◆
試
験
日　

２
月
６
日�

◆
受
付
期
間

１
月　

日�
〜　

日�
正
午

１７

２７

◆
そ
の
他　

募
集
要
項
の
請
求
・
出

願
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確定申告の
　　　お知らせ

　平成１４年分の所得
税の確定申告の受付
が２月１７日�月 から始
まります。
　税務署の申告相談
会場にお越しの際に
は、印鑑、前年の確
定申告書などの控、
使いなれた計算器具
や筆記具をご持参く
ださい。
　還付申告の受付は
１月６日�月 から始ま
ります。

問い合わせ
富良野税務署
　　　　�２２－２１４４
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 乗って守ろう根室本線・富良野線 

し
、
裁
定
請
求
書
の
受
理
は
そ

の
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

添
付
す
る
戸
籍
謄
本
な
ど
は

受
給
年
齢
に
な
っ
た
日
以
降
に

交
付
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
あ
ま
り
早
く
用
意

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
年
金
制
度
が
国
民
年
金

だ
け
の
方
は
市
町
村
で
、
厚
生

年
金
に
1
カ
月
で
も
加
入
し
た

こ
と
の
あ
る
方
は
社
会
保
険
事

務
所
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

す
で
に
厚
生
年
金
の
請
求
を

終
え
て
い
る
方
は
、　

歳
時
の

６５

手
続
き
に
つ
い
て
は
案
内
が
あ

り
ま
す
。

問 市民課国保年金係　�39-2301

　

年
金
の
受
給
権
が
あ
る
か
な
ど

を
国
が
確
認
す
る
こ
と
を
「
裁
定
」

と
い
い
、
年
金
は
裁
定
請
求
を
し

な
い
か
ぎ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
制
度
で
は
受
給
年
齢
に
達

し
た
日
は
誕
生
日
の
前
日
を
指

老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
　
　

裁
定
請
求
に
つ
い
て

国民年金国民年金
昭和１３年昭和１３年１１月月
生まれの方は生まれの方は
手続きを手続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

◆
と　

き　

１
月
９
日�
〜　

日�
２２

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（　

日�
を
除
く
）

２０

◆
と
こ
ろ　

図
書
館

◆
内　

容　

森
の
獣
医
さ
ん
こ
と
、

竹
田
津　

実
氏
（
写
真
家
・
作
家
）

の
撮
影
し
た
動
物
写
真
を
展
示

◆
共
催
行
事

・
竹
田
津　

実
氏
講
演
会

　

と　

き　

１
月　

日�
１６

　
　
　
　
　

午
前　

時
か
ら

１１

・
古
本
市　

重
複
本
・
雑
誌
バ
ッ
ク

　

ナ
ン
バ
ー
な
ど
約
１
５
０
０
冊

　

と　

き　

１
月　

日�
１２

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

◆
入
館
料　

無
料（
す
べ
て
の
行
事
）

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

写真展写真展

図
書
館

�
２
２
‐
３
０
０
５

図
書
館
ま
つ
り

竹
田
津　

実
写
真
展

講 習講　習

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

平
成　

年
度

１４

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

◆
定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

５０

◆
申
込
先　

消
防
署

◆
申
込
期
限　

１
月
９
日�
ま
で

◆
そ
の
他　

用
意
す
る
も
の
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募 集募　集

街
な
み
整
備
課

�
３
９
‐
２
３
１
５

意
見
を
募
集

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針

は
、
富
良
野
市
の
将
来
の
都
市
づ
く

り
の
基
本
方
針
と
な
り
ま
す
の
で
、

案
の
作
成
段
階
か
ら
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
に
意
見
を
い
た
だ
き
、
案
へ

で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
方
針
の
案
は
次
の
と
お

り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所　

街
な
み
整
備
課

※
意
見
募
集
期
間
中
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.hokkaido.jp/

        
 
 
                  

◆
募
集
期
限　

１
月　

日�
ま
で

２２

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注 意注　意

警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

や
め
よ
う
迷
惑
駐
車

路
上
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

駐
車
禁
止
場
所
へ
の
駐
車
は
、
短

い
時
間
で
も
駐
車
違
反
と
な
り
ま

す
。
特
に
冬
期
間
の
路
上
駐
車
は
歩

行
者
や
除
雪
車
、
緊
急
自

動
車
な
ど
の
通
行
の
支
障

に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

道
路
を
駐
車
場
代
わ
り

に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
長
時
間
の
駐
車

は
駐
車
禁
止
場
所
で
な
く
て
も　

万
２０

円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
駐
車
す
る
場
合
は
駐
車
場
か

敷
地
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
北
海
道
で
は
富
良
野
市
と

協
働
の
も
と
に
市
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の

◆
と　

き　

１
月　

日�
・　

日�
（
２
日
間
）

２０

２１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３５

◆
と
こ
ろ　

消
防
署

　
　
　
　
　
（
栄
町　

〜　

）

１８

２０

講 座講　座

文
化
会
館�

２
３
‐
３
５
４
５

冬
季
公
民
館
講
座

暮
ら
し
に
役
立
つ
書
道
・

初
歩
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

◎
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
道

　

ハ
ガ
キ
・
封
書
や
慶
弔
の
表
書
き

や
芳
名
帳
の
記
帳
な
ど
、
実
際
に
生

活
の
中
で
役
立
つ
実
用
的
な
書
道
の

手
ほ
ど
き
を
学
び
ま
す
。

◆
と　

き　

１
月　

・　

・　

・
２

１６

２３

３０

月
６
・　

日�
　

午
後
１
時
〜
３
時

１３

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
定　

員　
　

名
（
成
人
）

２４

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円（
教
材
費
）

◎
初
歩
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　

２
回
の
講
習
で
ポ
ー
チ
か
巾
着
を

作
り
ま
す
。

◆
と　

き　

２
月
７
日�
・　

日�
１４

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
定　

員　
　

名
（
成
人
）

２４

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円（
教
材
費
）

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注 意注　意

警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

駅
前
交
番
か
ら

犯
罪
や
事
故
の
な
い

年
末
年
始
を

　

年
末
年
始
は
、
空
巣
ね
ら
い
や
自

動
車
盗
、
置
引
き
な
ど
生
活
に
身
近

な
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
犯
罪
や
事
故

に
よ
る
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
家
を
留
守
に
す
る
と
き
に
は
必
ず

戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は

タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
か
複
数

で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

④
車
内
に
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
お
金
が

入
っ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
物
は
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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�クラリネット�西中学校女子
制服、ジャージ�屋外用ブラン
コ�硝子テーブル�ＭＤコンポ

�ＭＤラジカセ�座卓�昔話のＶＴＲ�パソコン�ス
チール机（片そで）�雑誌（サライ１９号）�ストーブガー
ド�ステレオ�ビデオデッキ�剣道の防具（小学校低学年
用）�ひまわり幼稚園の園児服・帽子・かばん

Informationくらしの情報    お買い物は富良野市内で 

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円・税込）
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

13.7145.011.216.26.122.6100�は く さ い

314.9123.2259.0319.2207.9417.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

167.092.6174.5161.692.4218.4100�肩ローススライス豚 肉

189.589.3197.0176.0120.8207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

5,272.697.74941.84,830.13,034.55,620.010�府 県 産 米米

168.797.8178.1174.2134.4210.01袋普通品6枚スライス食 パ ン

405.5112.0370.2414.5207.9577.55箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

551.593.9465.0436.8312.9627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

46.099.044.944.543.045.21�白灯油（ローリー）灯 油

4,054.2101.54,042.14,101.13,550.04,751.25�体 積 買 いプロパンガス

105.3100.8104.6105.4101.0108.21�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

160.1100.0156.8156.8136.5210.01枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後３時
場　所　市役所消費生活相談室（１階）
　　　　　　�３９～２３１９内線２９０５　
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

近所に電位治療器の無料キャンペーン会場がで　近所に電位治療器の無料キャンペーン会場がで
き、毎日通うようになった。販売員は具体的に名前き、毎日通うようになった。販売員は具体的に名前
をあげて治療器の効果があった人の話をしていた。をあげて治療器の効果があった人の話をしていた。
自分と同じ病気の人もこの治療器で治ったとの話自分と同じ病気の人もこの治療器で治ったとの話
を聞き、治療器を試用することを希望したが「２～を聞き、治療器を試用することを希望したが「２～
３ヵ月使用しないと効果がなく、またキャンペーン３ヵ月使用しないと効果がなく、またキャンペーン
はもうすぐ終わる」と聞き治療器を購入することにはもうすぐ終わる」と聞き治療器を購入することに
した。しかし３ヵ月使用しても効果がなく、良くなした。しかし３ヵ月使用しても効果がなく、良くな
るどころか痛みがひどくなり、治療器は使わなくるどころか痛みがひどくなり、治療器は使わなく
なってしまったため、解約したいのだが。なってしまったため、解約したいのだが。

医療器具などの販売の場合、無料お試しコーナー　医療器具などの販売の場合、無料お試しコーナー
を一定期間設置したキャペーンを行うケースが多を一定期間設置したキャペーンを行うケースが多
く、会場へ毎日足を運ぶ方も多いようです。必ずしく、会場へ毎日足を運ぶ方も多いようです。必ずし
も会場でしつこく購入を迫られることはありませも会場でしつこく購入を迫られることはありませ
んが、雰囲気を盛り上げて高額な商品の販売を行っんが、雰囲気を盛り上げて高額な商品の販売を行っ
たり、キャンペーン終了間際に高額な商品を勧めらたり、キャンペーン終了間際に高額な商品を勧めら
れることが少なくありません。事例の治療器は医療れることが少なくありません。事例の治療器は医療
器具として承認されていましたが、承認されている器具として承認されていましたが、承認されている
効能・効果は頭痛・肩こり・便秘・不眠症などであ効能・効果は頭痛・肩こり・便秘・不眠症などであ
り、どんな病気でも治るといった勧め方には問題がり、どんな病気でも治るといった勧め方には問題が
あります。解約するには、勧誘方法の問題点を指摘あります。解約するには、勧誘方法の問題点を指摘
した書面を販売会社などに出して交渉することにした書面を販売会社などに出して交渉することに
なります。不安なときは消費生活相談室に相談を。なります。不安なときは消費生活相談室に相談を。

使えば病気が治ると聞いて購入したが…使えば病気が治ると聞いて購入したが…

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は6カ月です■登録期間は6カ月です。。                         
 問問 環境環境生活課生活課  ��39～231939～2319

譲ってください

譲ります
�ポータブルストーブ�大人用三輪車�
軟式テニスラケット�着物（成人式用）、
長襦袢、帯�スキーウエア（M・女性用）

�遠赤外線健康機�スキー（１９０㎝）�チェスト�木製鏡
�籐いす�遠赤外線サウナ�反射式ストーブ�ベビー
カー�プレイステーション１�スタッドレスタイヤ（軽自
動車用）�アップライトピアノ�ベビースケール�食器乾
燥機

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
��39～231939～2319

物価の動き １２月

通 報通　報

警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

１
月　

日
は

１０

「
１
１
０
番
の
日
」

　

毎
年
１
月　

日
は

１０

　
　
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
電
話
で
す

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
通
報
で
い
ち
早

く
事
件
・
事
故
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

犯
人
の
検
挙
や
被
害
者
の
救
護
な
ど

に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
り
、
見

た
り
し
た
と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
１

１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

間
違
い
や
緊
急
で
は
な
い
通
報
が

１
１
０
番
通
報
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
電
話
を
か
け
る
と
き
は
電
話

番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

注 意注　意

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

火
の
取
扱
い
に
注
意

年
末
年
始
に
お
け
る

火
災
予
防

　

年
末
年
始
に
か
け
て
ろ
う
そ
く
な

ど
を
使
用
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

ろ
う
そ
く
や
線
香
が
原
因
で
火
災
が

発
生
し
、
全
国
で
も
多
く
の
方
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の
管
理
、
後

始
末
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
暖
房
器
具
を
点
検
し
、
近
く
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
お
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
晦
日
を
む
か
え
て
の
家
庭
内
で

の
掃
除
の
際
な
ど
、
家
電
製
品
の
電

気
配
線
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
な

ど
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
電
気
配

線
の
点
検
、
差
し
込
み
コ
ン
セ
ン
ト

の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
て
新
し
い
年
を

む
か
え
ま
し
ょ
う
。

注 意注　意

労
働
基
準
監
督
署

�
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
１
０
１

き
ち
ん
と
報
告
を

労
災
か
く
し
が

多
発
し
て
い
ま
す

　

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
労
働
者

が
労
働
災
害
に
よ
る
負
傷
な
ど
で
休

業
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
労
働
基
準

監
督
署
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。労
災
か
く
し
は
犯
罪
で
あ
り
、

こ
れ
が
行
わ
れ
た
場
合
、
労
働
者
に

労
災
保
険
法
上
の
請
求
を
行
わ
せ
な

い
例
が
多
い
な
ど
、
労
働
者
保
護
の

観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
業
者
の
方
は
十
分
な
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
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広
報
ふ
ら
の

№
4
9
6
２
０
０
3
年
1
月
号

創
刊
／
昭
和
３
１
年
１
２
月

発
行
／
富
良
野
市

〒
０
７
６

‐８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

編
集
／
企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

�
０
１
６
７

‐３
９

‐

２
３
０
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３

‐

２
１
２
１

■
新
年
号
の
編
集
を
終
わ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
時
の
過
ぎ

る
早
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
年
も
「
行
政
の
動
き
、
施

策
の
内
容
を
市
民
の
目
線
で
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
か
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。（
ま
）

■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か

ら
お
世
話
に
な
り
、「
北
の
国
か
ら
」
特
集
の
取
材
や
市
民

劇
団
へ
の
参
加
な
ど
、
大
変
充
実
し
た
一
年
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
交
流
人
事
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
感
じ
で
す
。
残
り
３
か
月
間

で
す
が
皆
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
と
）

■
市
の
国
際
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
に
参
加
す
る

児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す（　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
春
休
み

１１

期
間
中
に
、
南
の
島
に
集
ま
っ
た
国
内
外
の
子
ど
も
た
ち

が
交
流
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
参
加
者
に
も
好
評
だ
っ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
か
）

■
子
ど
も
会
行
事
で
子
ど
も
達
を
集
め
た
と
き
に
撮
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
▽
評　

催
し
に
集
う
子
ど
も
達
の
喜
び
、
楽
し
さ

の
表
情
が
良
く
写
真
に
撮
ら
れ
た
作
品
で
す
ね
！
（
田
）

「
子
ど
も
会
行
事
」高
田
真
維
さ
ん（
中
３
）

人口と世帯数人口と世帯数
１４年１１月末（前月比）

(-1)25,849人　 口

（14）21,661富良野

（-4）2,731山　部

（-11）1,457東　山

（4）10,487世 帯

（6）9,005富良野

（1）1,060山　部

（-3）422東　山

広
報
ふ
ら
の
２００３

・ １
４９
6

下富良野駅裏の土場（明治３８年ころ）

平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます

先人に感謝し記念すべき年を祝いましょう

NO.９あのころの富良野 

今
月
の
表
紙

編
集
後
記

広報ふらのはホームページからもご覧になれます。
富良野市ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｆｕｒａｎｏ.ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ/

開庁１００年記念事業
告知かわら版

開庁１００年協賛事業
富良野塾公演

「屋根」

平成１５年１月　
９日�～１２日�
演劇工場


